



「おぎん」 （ 『中央公論』一九二二年九月）は、棄教を扱ったものとして異彩を放つ作品である。同様に棄教を描いた作品は、 「尾形了斎覚書」 （ 『新潮』一九一七年一月）しかな 。 「おぎん」では童女、「尾形了斎覚書」では病児を抱えた女が、切羽詰った状況のなかで棄教する。ただし、 「尾形了斎覚書」では、復教が明示されているので、厳密な意味で棄教するのは「おぎん」のみである。信仰に背くことは信仰を貫く以上に、深い葛藤を内在させていることを予想させ、その心理に興味が集まるところだろう。　
重視されていなかった「おぎん」の評価を転換させたのは、佐藤
泰正「 「奉教人 死」と「おぎん ―芥川切支丹に関する一考察」（ 『国文学研究』第五号、一九六九年一一月）である。佐藤は、 「おぎん」を「系列中の第一等」に置き、芥川の「最も重い主題をになった、注目すべき作」と位置づけた。佐藤は、この作品が 殉教と棄教、更には宗教の土俗化の問題をめぐって、最も重く深い問いをなげかけている」とし、ここに「アガペエとフィレインの葛藤」を見る。さらに遠藤周作『沈黙』 （新潮社 一九六六年）を視点にすえて、そのモチーフの源流として「おぎん 見



















































する固有名詞は、 「さん・じよあん・ばちすた」である。 「じよあん」は、おぎんの養父母の洗礼名にもなっている。 「さん・じよあん・ばちすた」とは、キリストに洗礼を施したバプテスマのヨハネのことである。預言者であり、キリストの前駆者、後にサロメ 願いによって斬首されることになる。洗礼者ヨハネは、 「
みげる
弥兵衛の
水車小屋に、姿を現し」 、投獄されたおぎ に「大き 両手の手ひらに、蝗を沢山掬ひ上げながら 食へと云ふ」 である。蝗 往時重要なたんぱく源にな 食料であったことはもちろ のことだが、ヨハネにとってはそれ以上の意味がある。ヨハネ は、キリストに出会う以前、ユダヤの荒野で蝗と野蜜で過ごした逸話（ 「マタイによる福音書」三章四節）があるからであ 。　
おぎんの牢を訪れたのは、ヨハネだけではない。 「大天使
がぶり









つぱり理解が出来」ず、 「三人とも、気違ひでは いかと思う事もあつた。 」が、 「気違ひでもない事がわかると、今度は大蛇とか一角獣とか、兎に角人倫には縁のない動物のやう がし出した。 」という。 「大蛇」はともかく、 「 角獣」は明らかに代官の使用言語を逸脱しているよう 思われ、 「作者」 の存在を感じさせていよう。 一角獣」は、 「聖霊によって身ごもった聖処女マリア 表す
⑻
。 」もので








正教会では「マリヤ」と表記するが、いずれにせよ聖母マリアにちなんだその名には、彼女の属性が暗示されているといえるだろう。おぎんと聖母マリアとの一体性は、 「童女」と う名称の共有にも現れていよう。 「 「深く御柔軟、深く御哀憐 勝れて甘くまします童女
さんた・まりあ
様」が、自然と身ごもった事を信じている。 」と









ここでもまた、稲ではなく「麦」 。特に、刈られた後に残 落ち穂はマリアの処女懐胎に結びついている 「マリアは、 「雅歌」で使われている比喩に基づいて」 「 「生きた水の井戸」と呼ば
⑽
」の















るが、その中でも特出するのは、先に触れた受胎告知をする「天使ガブリエル」 来訪、 「麦」そして「井戸」など処女懐胎と結びつくイメージである。ここで、懐妊が母子関係の原初であることを思い起こせば、棄教に至る伏線として、強い母子の絆が編みこまれているのをみること できるかもしれない。　
翻って、語り手は「釈迦」について語る際にも、 「仏蘭西のジェ
スウイツト」の言説として 出産にまつわる引用「釈迦は生ま る時、彼の母を殺したと云ふ」を提示していた。さらにたたみかける









大阪から長崎に流れてきた人であり、長崎という異郷で、知己もないアウトサイダーであった。両親が死んだこと 、おぎんが野垂れ死にするような境遇におかれ ことは想像 難くない。それを救ったのが、同じく切支丹として生きる異端者であった だ。結局おぎんは、主体的にではなく、必然的に切支丹となっ ことに注意すべきだろう。養父母 慈しまれた生活があっ も、刑場 おいて末期の眼に映じ は やはり実父母の面影だったのである。
　「わたしはおん教を捨てました。その訣はふと向うに見える、
― ―108























体的にというよりは、おぎんと同じく、必然的に切支丹となったことを物語って る。彼女は信仰を貫くか否かの選択肢の中にいるのではない。夫に従うことを選んでいるのだ。夫唱婦随という美名の下に呼ばれる、封建的家制度の縛りをここに見ることは容易 。そして、それはエバの負った罪―夫からの支配も想起させる。　「おぎん」に「殉教という純粋に見える行為も、そこにはやはり己れひとり天国へ行けばよい エゴイズムがひそんでいる」ことを見たのは、駒尺喜美である
⑿
。三人の中で、最もエゴイスティッ
クな面 のぞかせるのが、孫七だ。彼はおぎんの棄教に接し、おすみが涙を落としたとき 「苦苦しさう 隣の妻を振り返りながら癇高い声に叱りつけ」る。 「お前も悪魔に見入られた ？
　
天主
のおん教を捨てたければ、勝手に だけ捨てるが好い おれ 一人でも焼け死んで見せるぞ。 」と。ここには信仰の貫徹という強固な意志と表裏一体にある、個人的な願望の成就とい エゴイズムが同時存在していると えるだろう　
そういえば、語り手は冒頭部分、見事な殉教を語ることから始め
ていた。 「みげる弥兵衛」の逸話 。彼は 苦難を乗り越えて、 「元和八年の秋、 十一 の宗徒と火炙りにな た のだった。 「おぎん」の時代が朧化されているのに比して、 「
みげる
弥兵衛」の殉教の年
代が特定されているのは、 元和の大殉教を想起させ いから ろう江戸時代初期の元和八
（一六二二）
年八月五日、 長崎西坂でカトリッ
























































に用意されているのである。 「マリアの子供」はキリストである処女懐胎という僥倖に生を受けた唯一の存在。人間は全て「え の子供」として歩まざるをえない。その真理を生き とすることは、果たして「堕落」なのだろうか。悪魔は、おぎん一家の棄教に「大歓喜」する。だが、 これもさう無性に喜ぶ程、悪魔の成功だつたかどうか、作者は甚だ懐疑的である。 」と「作者」は記す おぎんの選択を少なくとも否認し得ない立場にあることは明白だ。　「悪魔はその時大歓喜のあまり、大きい書物に化けながら、夜中刑場に飛んでゐたと云ふ。 部分は、初出では「人面の梟になりながら」であった。梟は悪魔の化身 されていた
⒃
鳥であるから、ここ
にもキリスト教的シンボルが当初は用いら だが、『春服』 （春陽堂、一九二二年）に所収されるに至って改稿がなされたのは、おそ くおぎ 一家をめぐる見解の相違を明確に打ち出すためだろう。キリスト教のドグマに照らして、 おぎんたちの「堕落」は、 「大きい書物」の中 、 「最も恥づべき躓き 」記載され、















三好行雄「 「南京の基督」に潜むも 」 （ 『国語と国文学』一九七一年
一月）には「おぎんを棄教にさそう刑場のかなたの〈墓原〉は〈日本〉の象徴であろうし、日本の美意識の独自性を説く「神々の微笑」との交響も否定できない」と指摘する。景山恒男「芥川龍之介 切支丹における日本的感性―「おぎん」をめぐって―」 （長崎県立女子短期大学 研究紀要』第三五号
　
一九八七年一二月）は、 「日本的感性としての肉親






























































関口安義「 「おぎん」論―弱者への眼」 （ 『芥川龍之介研究年誌』第五
号
　
二〇一一年七月）
⒂
　
森本平「芥川龍之介の転換期における人間愛―「おぎん」を中心に―
（ 『國學院大學大学院文学研究科論集』第一六号
　
一九八九年三月）
⒃
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雑
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